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『国際武器移転史』執筆要領 

2019 年 5 月 16 日改定 

１.仕様     

  B5 判  横組み 
 
 
２.各論文等の構成     

  a. 各論文等は複数の節に分けて、「１」「２」・・・の節番号を付す。 

  b. 節の下位区分は、カッコ付き数字で「  (1) 」「  (2) 」・・の項番号を付す。 

c. 項の下位区分は、マル付き数字で「①」「②」の目番号を付す。 

d. 論文タイトルや節の見出しに副題を用いる場合は、両端をハイフン「―」で囲む。 

e. 各論文の冒頭に、英文要旨（掲載決定後に提出）を付す。 
 
 

    論文のタイトル  

英文要旨(200ワード程度) 

   １  はじめに［あるいは「問題の所在」など］ 

   ２  ○○○ 

   （1）□□□ 

   （2）□□□ 

       ①××× 

       ②××× 

       ③××× 

   （3）□□□ 

   （4）□□□ 

   ３  ○○○ 

   ４  おわりに［あるいは「むすびにかえて」など］ 
 
 
３.図表番号(3-4 頁のサンプル参照)   

a. 以下のように、表と図でそれぞれ通し番号を付ける。 

      表１ タイトル、 表２ タイトル、・・・ 

      図１ タイトル、 図２ タイトル、・・・ 

  b. 以下のとおり、原則としてすべての図表で出典（データの出所）を明記し、必要に応じて注 

も付す。 

      出典：・・・より算出。  ・・・より作成。 

      注：表中の×は・・・を示す。 

  c. 図表の掲載位置を原稿中に明記する。 
 
 
４.本文・脚注での数字表記     

  a. 原則はアラビア数字で表記 

  （1）桁数が多い場合は、３桁ごとに「 ,」を入れる。 

  （2）ただし、無意味に詳細な数字とはせず、概数で「12 億 3000 万」などとし、読み易さに 

 配慮する。 

  b. パーセントは「％」、小数点は中黒「 .」を用いる。例：1.8％ 
 
 
５.年月日の表記     

  a. 原則として西暦：1892 年 10 月 12 日 

b. 必要な場合は、各項で初出のみ元号を併記する：1892（明治 25）年 

c. 西暦の上２桁は適宜省略する。特に同一段落内では「翌 93 年」と記す。 

d. 脚注では、上２桁は省略しない。 
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６.各論文末に本文・脚注で引用・参照した「文献リスト」を掲載する（7-e に留意）。文献表

記は，以下の通りとする。     

a. 邦語、欧語（英語以外は各言語の慣例に従う。以下、同じ。）の順で、邦語文献は 50 音

順、邦語文献はアルファベット順に並べ、刊行年の早いものを先に配列する。文献リストは論文

の字数に含まれる。 

b. 和書の場合：著編者名［刊行年］『書名』出版社名。 

例：奈倉文二［2013］『日本軍事関連産業史―海軍と英国兵器会社―』日本経済評論社。 

c. 邦語の書籍所収論文の場合：執筆者名［刊行年］「論文名」編者名『収録書名』出版社名。 

例：田嶋信雄［2014］「政治・外交 ―冷戦からデタントへ 1949-1972―」工藤 章・田嶋 

信雄編『戦後日独関係史』東京大学出版会。 

d. 邦語の雑誌論文の場合：執筆者名［刊行年］「論文名」『掲載雑誌名』巻号 

例：松永友有［2011］「イギリス商 務 院 と最 低 賃 金 制 度 の形 成 」『社 会 経 済 史 学 』77-1。 

e. 欧語書籍の場合：姓、ミドルネーム・名・イニシャル［刊行年］書名イタリック，刊行地。 

例：Takeuchi, Mahito［2009］ Imperfect Machinery? Missions, Imperial 

Authority, and the Pacific Labour Trade, c.1875-1901, Saarbrücken. 

f. 欧語の書籍所収論文の場合：姓、ミドルネーム・名・イニシャル［刊行年］ ‘論文名’ , 編者名, 

収録書名イタリック ,  刊行地。 

例：Yokoi, Katsuhiko［2014］ ‘The Colombo Plan and industrialization in India: 

Technical cooperation for the Indian Institutes of Technology ’, in S. Akita, G. 

Krozewski, and S. Watanabe, eds., The Transformation of the International Order of 

Asia: Decolonization, the Cold War, and the Colombo Plan, London. 

g. 欧語の雑誌論文の場合：姓、ミドルネーム・名・イニシャル［刊行年］ “論文名 ”, 掲載雑誌

名イタリック , 巻号。 

例：Sahara, Testuya［2015］ ‘Post-Globalization: The US Retreat, SCO, Sino- 

Russian Accord and Multipolarity, ’ International Journal of Russian Studies, 4-2. 
 

h. 欧語の[未刊行]博士論文の場合：  ‘論文名 ’とし、イタリックにしない。 

例：Vamplew, W., ‘Railways and the Transformation of the Scottish Economy ’ (Unpub.  

Ph.D. Thesis, Univ. of Edinburgh, 1969). 

i. 欧語文献の表記はイギリス式を原則とするが，アメリカ式に統一しても可とする。  
 
 
 
７.注は脚注とする。     

a. 脚注では「前掲書」「前掲論文」「同上」などは用いず、すべて著者姓［刊行年］とする。 

b. 原則として、各論文末の文献リストに対応する形で、奈倉［2013］54 頁；田嶋［2014］123-

130 頁；Takeuchi［2009］pp.10-13 などとする。 

c. 本文中で引用箇所の後に括弧内で「（奈倉［2013］234 頁）」といった割注はせず、引用箇所 

や参照箇所はすべて脚注とする。 

d. 翻訳書の場合，原則として、原著および訳書の両方の引用箇所・参照箇所を明記する。  

e. 一次資料や統計書、官庁刊行物などは、文献リストには含めず、脚注に表記する。 
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図表のサンプル【参考】 
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図５ タイトル 

 


